
























創価大学大学院教職研究科 人間教育実践リーダーコース 8 期修了
文京区立第六中学校






























































































































































































































































































という間に 3 年半の月日が経っている。教職大学院に所属していたときに 4 歳だった
息子は小学校 3 年生なり、今も変わらず私の研究活動の一番の応援団でもある。周囲
に支えて頂きながら、無理を押して様々なことに挑戦させて頂いていることには感謝
に絶えない。
　その息子が20歳になる2030年にはどんな未来が待っているのだろうか。「一本のペ
ン、一冊の本、一人の先生が全てを変える」とマララさんが国連で語った願いがある。
全ての子供たちの笑顔が輝く学び舎にしていくために、私たちにできる実践を積み重
ねていくことが教職大学院修了者に課せられた使命だと感じている。
　かつて「理科教育の第一人者になります。そのために学校現場で必要とされる教育
実践を積み重ね、理科教育で博士号を取得します。」との誓いは、まだ果たせていない。
この誓いを必ず果たし、「子供の幸せ」と「教育のための社会」を実現していく創価
教育の体現者になっていきたい。
【引用文献】
池田大作 提言「教育のための社会」目指して　21世紀と教育～私の所感（2000.9. 29.
発表）
わが教育者に贈る―池田名誉会長の指針　聖教新聞社（2015）
